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り端部はmicrovilliが感桿状に規則的に配列している

．のが観察され，他の軟体動物柄眼の単なる通詞装置とし

てのレンズとは全く異なった淫乱型光受容細胞であり，．

’脱分極性応答はその受容器電位であると結論される．

 6・溶連菌感染症の血清学的診断について

     （中検血清部）○菊谷 光・長田冨香

 溶連菌感染症の血清学的診断法としては，従来から

溶連菌の産生するストレプトリジン0に対する抗体価

（ASO）の測定が広く行なわれているが，リウマチ熱愚

者の20％では，ASO価が低いこと，また非特異的ASO

の上昇があることなどが指摘されており，ASOと並行

して他の溶連菌抗体の証明が望まれている．

 本学病院中検血清部では，昭和47年9月からASOに

加えて，ストレプトキナーゼに対する抗体価（ASK）の

測定を日常検査として採用した．

 ASOは，従来より広く行なわれているため年齢別に

抗体価の分布が明らかにされているが，ASKについて

は，検査法が確立してから目が浅いため，各年齢層にお

ける抗体保有率の分布を示した報告が少ない．

 そこで昭和47年9月から昭和51年8月までの4年間に

ASO， ASK溜め両者を依頼された検体2，400件につい

てASO価とASK価の年齢別抗体価の分布， ASO価と

ASK価の相互関係，抗体価の消長，疾患との関係など

について検討した．

 測定方法書1）ASO価測定＝Rantz－Randa11を基準と

してマイクロタイター法の応用により定量的に被検血

清のストレプトリジン0に対する抗体価を測定した．た

だし赤血球浮遊液は，．2．％ヒトO型血球液を使用した．

2）ASK．価測定：固定したヒツジ血球にC群レンサ球

菌のストレプトキナーゼとドルナーゼの混合製品を感作

させたものを抗原として間接血球凝集反応を行う．日常

検査においては市販のキナーゼテストキットを用いて抗

原を5倍に希釈し，マイクロタイター法で実施した．

 成績．：ASOおよびASK抗体価の分布より11ヵ月未

満， 享～5歳， 6～12歳， 13～19歳， 20～69歳， 70歳以

上の各年齢群において陽性限界の差異を認めた．また

ASO価のみ陽性限界を示すものASK価のみ陽性限，界

を示すもの両者とも陽牲限界を示すものなどに分類され

た．

 考察＝ASO・ASK価の陽性限界，経過を追って繰返し

抗体価の測定を行なった場合の抗体価の消長，ASO価

陰性ASK価陽性・ASO価陽性ASK価陰性の症例など

についてさらに検討し溶連菌感染症の血清学的診断につ

いて考察した．

 7．モルモット腸管平滑筋のAC』に対する反応性に

及ぼすPhe鑓ytoinとCa2＋の影響

        （薬理）○鈴木  仁・野本，照子・

 P㎞ytoln（DPHと略）はin vitroでCa dependent

ATPase活性を促進するとの報告がある一方，抗不整脈

剤’としての有用性から，Ca2＋の移動に影響するζとが

考えられる．私どもは前回本学会において，モルモジト

腸管のACh， Hisに対する反応性がDPHの作用下で抑

制され，DPH洗浄後はむしろ増強することを報告し

た．そこで，今回は栄養液中の℃a濃度を通常の2倍お

よび4倍とした条件下で，phenytoih処置の影響および

AChとphysostigminに対する反応性を検討した．

 実験方法：摘出モルモット回腸を材料．とし，Magnus

法により，Tris恥cke液を用いて．29。Cの反応を等張性

に観察した．DPHは10－4 M 10分間前処置した． physo・

stigmine．AChは10－7 M．『AChは10－7～10鵯g Mを使用し

た．ca2＋uptakeは．La3＋法により，45cacl 1μc／ml含

有液中で検討した．

 結果：1）DPH lr4 M作用下では2Caおよび4Ca

の栄養液中でもAChの反応性は抑制されるが， DPH

洗浄後のAChの反応性の増強は， Ca濃度に依存して

いること．が認められた．2）DPHの前処置後，洗浄し

た腸管では，physostigmineによる収縮が認められ，し

かも経時的に促進するのが認められた．しかし，physos－

tigmine作用下のAChの反応には著変はみられなかっ

た．3）4545Ca uptakeに対して， DPHの短時間処置

は有意な影響はみられなかったが，physostigmineは影

響を与えるも．のと考えられた．

 8．トキソプラズマ・オーシストに関する研究．．．．

1置・オーシスト，シスト経口感染マウス．における先天性

感染の比較について

   （寄生虫）

      ○山浦． 常・白坂 龍肱・鈴木 雅子・

       松本 克彦・和田 芳武・小林．和代

 妊娠の3週間前に，トキソプラズマ（Tp）Fukaya株

のオーシストおよびシストの経口感染を受けた母マウス

から仔マウスへの先天性感染の比較と，その産児の状態

について観察した．

 Tp原虫の証明は，．マウス接種法とDye－testによって

行なった．．

 〔成績〕1）二三ーシスト10個日よびシスト50個の

少数感染では，各々12／25匹（48．o％），3／12’（25．o％と
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